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仙台市の、しかも歴史的な建築で、
演劇をおこなうことに固執して。
家を渉る劇も、第４回目となった。これまで、島
薗邸・里見邸・演劇博物館と渉ってきた。このシリー
ズは、毎回公演場所を探すところから始まるわけだが、
せんだい演劇工房 10-Box から依頼を受けたとき、少し楽 観 的
だったところがある。「公演する建築も見つかるだろう、どんな ところで
出来るか楽しみだ」と。しかし、調べを進めていくとすぐに壁にぶ つかった。そ
もそも無いのである、文化財建造物が。城下町の仙台は、明治においてもきっと多

くの洋館がきっとあったのだろう。
しかし、戦災と震災の２つの悲劇によって、仙台の多くの建築は失われ
てしまった。もう戦争も終わりかけた 1945 年 7月 10 日に仙台空襲は起
きた。被災戸数は、1万戸をこえ、死者は千人ちかくとなった。その戦災
復興として建設されのが青葉通りや広瀬通りなど、いまの
仙台の骨格をつくる大通りである。そうして戦後の復興の
なかで発展を遂げる仙台に、つぎは震災が襲う。東日本大
震災である。沿岸部は津波の甚大な被害があったが、市街
の被害も大きかった。とくに、仙台駅ホームの天井が数十
メートルに渡って落下した事故は日本中に衝撃をあたえた。
また、震災で倒壊にはいたらなかったものの現状の不安な
まま、使わなくなって凍結されている建築もあるようだ。
じつは、今回の公演先探しについても、こうした事情によ
り断念せざるを得なかった建築もある。
そうした仙台の文化財建造物をめぐる状況に接するうちに、
むしろ仙台で文化財をつかうことの意味を強く意識してい
くようになった。仙台の数少ないながらに残された建築に
注目してほしい。そうして巡るうちに最後の最後に出会え
たのが、宮城野納豆製造所であった。快く今回の公演に場
所を貸してくださった。この建築から、あらためて仙台の
建築を振り返る契機になれないかなと願って公演をおこなう。

本シリーズについて

建築を視ることには、二つの目的があると考える。
とつは、「歴史を
るため」。もう一

つは、「
賞するため」。

しかし、公開される
くの文化財建造物では、
時の
子を
現しながら、その歴

史の紹介をするに
まっている。
たして、建築の
賞は、いかにして可能だ
うか。

そもそも
のもつ限界もある。そこで、空間でみせることを生業にしている黒田瑞仁（演

出家）、渡辺瑞帆（

建築家）の二人とともに、
年
より「家を渉る劇」と

いう活動をスタートさせた。文化財建造物を活
して、演劇をおこなうに
ったのは、そこ

に「演出」というプロセスが介在することに
きる。そのプロセスが、
かぬ見
を発見

し、さらにはその
体的な共有
法までを提示可能な、
となり
ると考えたからである。

この活動では、
境を一

できる劇場とは
なり、演出家には
を活かすという思

考のスイッチが
となる。そうした通
の建築見学とは
なる経
を
いることで、建築

を
るという経
を
えた、
賞体
をもたらしたいと考えている。

本活動が上演中の間だけでも「家」を、
結された歴史から
して、演劇を、そして建

築を
賞する場を提供できないかと思い、この活動を続けていく。

二
一九年十一月
日

企画者の
とり
本橋仁

本日はご来場いただきありがとうご
います。

ゲッコーパレードは
に、演劇は見るのではな

く体
するものだと考えています。この公演の一

初のアイディアは「
すること」。それがで

きる戯曲を
しました。リンドバークたちの飛行

はラジオ教育劇であり、劇場という上演場所を

定しないこの戯曲はどこにでもインストールが可

能で、「このシリーズについて」で
れるような、

観客による演劇や建築の体
に
なものでした。

あらすじは「リンドバークが大西
を
する」

という
純なものですが、
すれば
一「
イ

デオロギー」は科学による自
の
越を
ってい

ます。「明日にはもう
たちは
の飛行を
うだ

う」という台
は、「
まだ到達しえぬものについ

ての報告」のタイトルと
せて、ブレ
トの文明

に対する
静な
しが感じられるようです。

みなさま、どうぞ
にお
をつけて。新しい

場所に
み入れる楽しみと
うさを、リンドバー

クと共にお楽しみください。

家
を
渉
る
劇
vol.4
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プチ・パトロンチ ト 益 報告年 月 日
　 音 アナログミキ 入 として 円

年 月 日
　 照明協力スタ フ人 一部 として 円

年 月 日 オル ン運 として 円
年 月 日 照明 として 円
年 月 日 照明 入 として 円
年 月 日 音 スピ カ 入 として 円
年 月 日 子ク シ ン代として 円

観劇の際に からお いいただくチ ト代金は 作品を創造・上演するた
めの会場 ・人 ・舞台 ・文芸 ・
製作 として てさせていただいており
ます の観客としての 加が芸術活
動を えています この場を りて

し上げます

柴田彩芳 展示ロ カ アパ トメント企画展示
月 日 日 月 日

会場 スタジオ 新 区
市松出演市松 岡あこ 一

月 日
会場 合 術 会

点 動
月 日

会場 合 術 会
市松演出 河原舞出演 衣装砂と水玉

月 日 木 日 日
会場 北 住
田真衣出演五大 着物コレクシ ン
月 日

会場 座シ クス地 　観世能楽
渡辺瑞帆 会場 成国美術学校の 生 金原 吾とその同志たち 展

月 日 月 月 日
野美術大学美術館



次回公演
2020 年 1月中旬ごろ「新作」旧加藤家住宅
出張公演 家を渉る劇 vol.5 『リンドバークたちの飛行』
3月中旬ごろ　チュラーロンコーン大学 (タイ )
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次 回 予 告

リンドバークの自己紹介

すべての人への呼びかけ
続いてアメリカ

の新聞は飛行士の暴挙を称える

ニューヨークが航行中の船舶に発信

夜には吹雪が襲来

眠りイデオロギー
鋼鉄による神の克服、

あるいは幼稚さとの戦いについて

海水すれすれの飛行

幸運児の思い

リンドバークとエンジンの対話

飛行士リンドバークの

ニューヨークからヨーロッパへの飛行開始

飛行士たちはほとんど全航程を

霧と戦わねばならなかった

全飛行中すべてのアメリカの新聞は

たえまなく飛行士の幸運を口にした

スコットランドの岸辺近くで、

ついに漁師がリンドバークを見つける

飛行士チャールズ・リンドバークの

パリ近郊ル・ブールジェ飛行場への到着

フランスの新聞の報道では、飛行士たちは

このようにして、上からは嵐、周囲からは

ナンジェッセーの幽霊に脅かされながら飛

行をつづけた

パリ近郊ル・ブールジェ飛行場では

一九二七年五月二十一日の深夜、大群衆が

アメリカの飛行士たちを待っている

黒田瑞仁
演出家（演劇）

年生。少年期をオースト

ラリアで過ごす。大学院で建築学を

修めた後、演劇の世界へ。
年

のゲッコーパレード旗揚げ以来、全

公演の演出を担当。上演場所と戯曲

の組み合わせにこだわった演出を行

う。埼玉県蕨市の木造家屋、旧加藤

家住宅管理人。

古賀彰吾
演出家・パフォーマー

（演劇・大道芸）
年生。

東京都出身。座・高円寺劇場創造ア

カデミー卒。同アカデミー修了生に

て劇団ドクトペッパズを結成。

年より北区文化芸術活動拠点ココキ

タのレジデンスアーティストとな

る。また、大道芸人《せせらぎ》と

して各地でパフォーマンスやワーク

ショップを行っている。

渡辺瑞帆セノグラファー（建築）渡

辺瑞帆
セノグラファー
建築

東京で生まれ育ち建築を学び修了。

年フジワラテッペイアー

キテクツラボ、

年贅沢貧乏、

年無隣館を経て
年より青

年団演出部所属。
年６月より兵庫

県豊岡市地域おこし協力隊。場所と人

と風景の関係について考えている。

本間志穂
ピアノ演奏・

美術作家
音楽・美術

年生。東京都出身。音楽

大学を卒業後、神保町にある美

学校で現代美術のクラスを受

講。現在は音楽会の企画やイン

スタレーション制作など分野を

限定しない姿勢で取り組んでい

る。
年
月ギャルリイグ

レグ八ヶ岳にて初の個展「静か

な変奏」を開催。

柴田彩芳
現代美術家（美術）

年生まれ。栃木県出身。現代美術

家。京都造形芸術大学大学院、油画専攻卒

業。絵画における人の視覚の可能性をテー

マに、フィールドワークを通して絵画や

インタレーションを制作している。

年

に入賞。

その後東京スパイラルギャラリー、京都で

は

で展示。
年

月よりゲッコーパレードに所属。

市松演出家・パフォー

マー（舞台芸術）

年生。「舞台芸術の学校」

にてコンテンポラリーダン

ス、ヴォイスパフォーマンス

などの身体表現を学んだ後、

年「砂と水玉」を立ち上

げる。ダンス、演劇といった

ジャンルの境界を越えて作品

の発表を行なっている。

河原舞
俳優（演劇）／出演

年
月
日生まれ。大阪府吹田市出身。俳優。京

都造形芸術大学舞台芸術学科卒。
年の戯曲の棲む

家シリーズからゲッコーパレードのメンバーとして本格

的に始動。空間に縛られない芝居を模索している。身長

。

崎田ゆかり
俳優（演劇）／出演

年
月
日生まれ。石川県金沢市出身。同志社女

子大学国際教養学科卒。大学時代は京都で活動。
年

ゲッコーパレード立ち上げから、場所や空間に目を向け

るようになる。女優ではなく俳優でありたい。たまに絵

を描き、工作をする。

薮田真衣
俳優（演劇）／出演

年生まれ。兵庫県出身。青山学院大学経営学部卒業。

２つの公共劇場の演劇学校を経て、俳優として活動中。

また、映画「台風家族」に出演中

ファッションブランド／衣装提供・グッズ

年～服飾家・森弓夏によるファッションブランド。

物体としての服にとどまらない表現や、物語を感じさ

せるディティールが特徴。思わず服について話したく

なるような、着る人
見る人の感情に働きかける衣服

の提案。旧加藤家住宅の間取りをデザインした、ゲッ

コーパレード
シャツ販売中です。

本橋仁
研究者（建築）／企画

京都市左京区在住。建築の歴史が専門で、煉瓦（
）

で工学の学位をもらう。煉瓦も好きだが同じくらい、

と

をこよなく愛する。いまは、美術館で

展覧会などつくる。一応、篠笛がふける。

ゲッコーパレード

公益財団法人仙台市市民文化事業団

（有）宮城野納豆製造所

仙台市教育委員会

旧加藤家住宅

仙台・劇のまちトライアルシアター

本橋仁、渡辺瑞帆、黒田瑞仁

鈴木麻友
岩渕隆

本橋仁

主催共催協力提携企画
衣装提供照明写真

当日パンフレット

リンドバ クたちの飛行 パレ ド 加者
市松　石原優子　 野いるか　岡田 　上 　河原舞　岸本 　 本 　黒田瑞仁　古賀彰吾　崎田ゆかり　柴田彩芳　鈴木麻友　 　野 渉　 　 純 　 　本間志穂　本橋仁八木 人　山田カイル　渡辺 　渡辺瑞帆　石川 所有者さま　観客のみなさま　絵空衣音　岩渕隆　カルテ ト・オンライン　劇団ドクトペ パズ　砂と水玉　青年団　 　西 門 ロ 　 　 事日本生活学会　旧加藤家住宅　 家住宅　旧 見弴 　公益財団法人 仙台市市民文化事業団　 有 宮城野納豆製造所 仙台市教育委員会 川 のぞみ　 田愛　旧加藤家住宅　仙台・劇のまちトライアルシアタ 　 美 岩 空田真衣　 観客のみなさま

まだ到達しえぬものについての報告




